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N∈TM(州egratedNetworkManagementSystem),HiRDB(Hj9川yScalableRelationalDatabase)

OpenTPl(分散トランザクションマネージャ),VOS3(ViHuaトstorageOperatingSystem3)

XDM/DCCM3(ExtensibleDataManager/DataCommunicationandControIMana9er3)

×DM/RD(XDM/RelationalDatabase),WAN(WideAreaNetwork)

AP(ApplicationProgram)

*UNlXは,X/OpenCompanyLimitedがライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標である｡

**WindowsNTは,米国Microso†tCorp.の商標である｡

企業情報システムにおけるオープンミドルウェア

日立製作所は,CSS(ClientServerSystem)環境で信頼性,運用性などに優れた基幹業務を実現するため,トランザクション処理,データベー

ス管理,システム運用管王軋 ネットワーク管王里などのオープンミドルウエアを用意している｡

パソコンやワークステーションの高機能･高性能

化,ネットワーク市場の拡人により,ダウンサイジ

ング,あるいはライトサイジングへとパラダイムシ

フトが起きている｡このコンピューティング環境の

変化はパソコン,ワークステーション,ネットワー

クを中心に構成されたCSS形態の普及をもたらし,

従来のメインフレームで運川している基幹業務にも

適用されてきている｡その一方で,CSSによる基幹業

務を実二呪するため,より優れた信輯性,運川件など

がラ拒められている｡

*

F一川二製作所ソフトウェア開発本部

このようなニーズにこたえて口_■カニ製作所は,CSS

を支えるトランザクション基盤から開発支技に至る

まで,オープンミドルウェア製1訂∫を開発している｡

特に,インターネット･イントラネット環境にも対

応した分散トランザクションマネージャ``openTI〕1'',

高性能なデータ処理を実三呪するスケーラブルデータ

ベース"HiRDB'',分散環境での一元管理を実現する

分散システム運用管理"JPl”などにより,CSSでの

高度な基幹業務の実現を可能にした｡
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n はじめに

高性能･高機能のサーバ･ワークステーション･パソ

コンの出現とそれに伴うLAN市場の拡大と相まって,

CSS環境へのシステムのダウンサイジングあるいはライ

トサイジングが浸透してきている｡さらにこの流れは,

これまでメインフレームで実現してきた業務をこれらパ

ソコンやサーバなどによって構成されたCSS環境で構築

しようとする動きの増加につながっている｡

この情報システムのパラダイムシフトの中で,ソフト

ウェアには企業情報システムにCSSを適用するためのよ

り高度な信頼性,運用性,さらには実績などが求められ

ている｡

このようなユーザーニーズにこたえて日立製作所は,

CSSでこれら機能を実現する製品を次世代の企業情報シ

ステムを支えるオープンミドルウェアとして開発し提供

している｡

ここでは,オープンミドルウェアの開発コンセプトと,

棒に基幹系業務の中心となる製品の概要について述べる｡

呵 オープンミドルウェアの開発コンセプト

日立製作所のオープンミドルウェアは,アプリケーシ

ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア

フプ

オラ

lツ

ムト

ヨン,ユーザープログラムに対してプラットフォームに

よる違いを吸収し付加価値を提供するソフトウェアで

ある｡

このオープンミドルウェアでは,CSS環境での本格的

な基幹業務,個人･組織の業務改革への対応を図りたい

というユーザーニーズを踏まえて,次の考え方で拡充を

図っている｡

(1)国際･業界標準の採用による他システムとの相互接

続性とアプリケーション移植の容易性によるマルチベン

ダシステムヘの対応

(2)分散環境への対応とメインフレームとのシームレス

な連携

(3)サーバミドルウェアのPC(PersonalComputer)サ

ーバからUNIX並列システムまでスケーラビリティの

確保

(4)各ベンダのソフトウェアとの共存と連携

(5)マルチプラットフォームへの対応

(6)メインフレームで培った技術とその実績に基づく製

品開発による高い信頼性の確保

(7)業界標準品,著名有力製品の導入を含めた早期対応

これらの考え方に基づいて開発し,メニューを拡充し

たオープンミドルウェア製品を図1に示す｡オープンミ

アプリケーション

｢‾‾石肩ファ下す;ラ‾｢ ｢‾‾要務‾二官顧可テヲウす=ち‾;つ業務プログラム(ユーザープログラム)
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注:*1Netscapeは,NetscapeCommunicationsCorporationの商標である｡*2UNIFY2000は,米国UnifyCorp･の商品名称である0

*30RACLEは,米国0rac厄Corporationの登録商標である｡*4Sybaseは,米国Sybase,■=C･の商品名称である0*5SQLSeⅣeは,米国Microso巾Co｢pの商品名称である0

*6SOLBASEは,米国GuptaTech〔O10gy,■nc･の商品名称である｡*7=P-UXは,米国=ew■etトPackardCompanyのオペレーティングシステムの名称である0

*8Solarisは,米国SunMicrosystems,lnc.の商品名称である｡*9AlXは,米矧=ternatio=a=如Si=eSSMachinesCorp･の商品名称である0

*10＼〃州OWSほ,米国MicrosonCorp.の登壬泉南標である｡*11Macintoshは,米国App】eComp=t印加･の商品名称である｡

図l 日立製作所のオープンミドルウエア体系

プラットフォーム,ミドルウェア,アプリケーションおよびソフトウエアサポートサービスで構成するソフトウェアソリューションの中で.

オープンミドルウェアはプラットフォームに依存することなく業務の信頼性,運用性 容易性を高めるソフトウェア群である｡
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ドルウェアはその利用用途から大きく基幹業務向け,業

務改革向け,オブジェクト指向,新分野技術というカテ

ゴリーに分けられる｡

(1)基幹業務向けオープンミドルウェア

CSSでの業務実行,運用･管理機能を高度化するため

の製品である｡本格的な分散トランザクションシステム

を実現する"OpenTPl”1)～3),大量データのバッチ業務を

分散･並行処理する"Transbatch'',シングルからパラレ

ル環境に対応した並列データベース管理"HiRDB''1),4),

分散環境でのシステム運用管理を実現する"JPl”5),

``csl'',ネットワークを統合的に管理する``NETM''6)な

どを開発している｡

また,基幹業務ソフトウェアの開発支援としてUNIX

ワークステーションに対応した"SEWB3”7),パソコンに

対応した"SEWB＋”がある｡

(2)業務改革向けオープンミドルウェア

オフィス業務の効率向上,意思決定の迅速化を図るた

めの統合的なグループウエア･ワークフロー製品として

Groupmax8),Flowmate9),PDMACE,高速全文検索を

支援する"Bibliotheca”がある｡

(3)オブジェクト指向オープンミドルウェア

オブジェクト指向の技術は,各種分野に適用されてい

る｡柔軟なデータのモデリングと管理･運用を高速化･

効率化するオブジェクト指向データベース"Infoshare

2”,開発支援としては部品組立型開発環境``APPGAL-

LERY”,オブジェクト指向COBOL開発･実行環境を提

供する"00COBOL”などがある｡

(4)新分野技術オープンミドルウェア

WWW(World Wide Web)に対応したブラウザ･サ

ーバなどのインターネット･イントラネット関連製品,

映像編集ソフトウエア``Mediachef”をはじめとしたマル

チメデイ_ア製品,ファイルを暗号化するライブラリ

"Keymate”などのセキュリティ製品がある｡

8 基幹業務向けミドルウェア

この章では,CSSで基幹業務を支える中心的な製品と

してトランザクション処理"OpenTPl”,データベース管

理"HiRDIi'',およびシステム運用管理"JPl”を取り上

げ,これらの概要について述べる｡

3.一 分散トランザクションマネージャ"OpenT円''

OpenTPlは,CSSでの本格的なトランザクション処理

のニーズにこたえて開発した分散オンライントランザク

ション処理基盤〔TP(TransactionProcessing)モニタ〕

表10penTPlの特徴

OpenTPlは,CSSでの基幹業務構築に対応するため,高信頼性,標

準化への対応,マルチベンダ環境対応などの特徴を持つ｡

高 信 頼 性

●メインフレームで培った高トラフィック･高

信頼トランザクション処理技術の採用

川障害レベルに応じた多階層自動回復機能

(2)チェックポイントダンプや各種ジャーナル

によるきめ細かな障害回復

国際･業界標
●X/Open*DTPモデルヘの準拠

●各種DBMS(DatabaseManagementSystem)や
準の対応 異種OLTP(OnlineTrans∂CtionProcessing)との

容易な接続

マルチベンダ

環境への対応
●各種UNIXシステムとWindowsNTのサポート

注:*X/Openは,X/OpenCompanyLimitedの英国ならびに他の国に

おける登録商標である｡

である｡一つのシステムで複数のデータベースを使用

し,お互いの整合性をとる場合にはTPモニタが必要と

なる｡業務拡張などによって処理要求元の端末数が増

え,その結果としてトラヒッタが増大したときにTPモニ

タの持つスケジューリング機能の効果は大きい｡

OpenTPlの特徴を表1に示す｡最近では,インターネ

ット利用の急増に伴い,従来の業務システムをWWWサ

イトとしてインターネットを接続したり,インターネッ

トを利用する新たなトランザクション処理システムの構

築などのニーズが出ている｡ここでは,OpenTPlとイン

ターネットとの連携を行う｢TPlインターネットWWW

ゲートウェイ機能+の概要について述べる｡

3.t.1TPlインターネットWWWゲートウェイ機能の

適用範囲

TPlインターネットWWWゲートウェイ機能は

OpenTPlと連携して,次のようなインターネット環境で

の業務システムの構築に適用することを目的に開発した｡

(1)インターネットによる通信販売業務,オンラインシ

ョッピング,座席予約やホテルの客室予約のシステム

(2)国内外の拠点･出張先からインターネット経由で利

用する企業オンラインシステム

また,TPlインターネットWWWゲートウェイはイン

ターネットに接続した構成だけでなく,企業内のLAN

に接続した構成にも適用可能である｡その構成を図2に

示す｡

3.1.2 TPlインターネットWWWゲートウェイ機能の特徴

TPlインターネットWWWゲートウェイ機能の特徴

について以下に述べる｡

(1)TPlインターネットWWWゲートウェイは,インタ

ーネット上のWWWサーバとWWWブラウザの情報の
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[コ

WWWブラウザ

インターネット

⊂]

WWWブラウザ ゲートウェイ

企業内LAN

WWW TPl/lnternet

サーバ WWWGateway TPl/Client

CGl

HTML

定義 HTML

WWWブラウザ

0 enTPlサーバ

TPl/細胞e

AP

注:略語説明

RPC(RemoteProced=reCall),HTML(HypenextMark-UPLanguage)

CGl(CommonGatewaylntertace)

図2 TP卜rンクーネットWWWゲートウェイの構成

ユーザーはTPlインターネットWWWゲートウェイ機能により,イ

ンターネット･基幹LANでWWWブラウザによる業務処理が可能に

なる｡

やりとりをOpenTPlのRPCに変換し,OpenTPlサーバ

上のAPを実行する｡この機能によF),WWWブラウザに

よる使いやすい業務システムの構築を可能にする｡

(2)WⅥWブラウザからWWWサーバへの情報は,CGI

を利用する｡CGIの引数を定義に従ってOpenTPlのRPC

要求のフォーマットにマッピングする｡

(3)WWWサーバからWWWブラウザへの情報は

OpenTPlのRPC応答を定義に従って分解し,HTMLフ

ァイルにマッピングする｡

3.2 スケーラブルデータベース"HiRDB”

HiRDBは,高速ネットワークで接続した複数のプロセ

ッサを利用し,データベース処理を高速に並列実行する

ことをねらいとして開発した並列RDBである｡CSS環境

での高性能･高信頼な基幹トランザクション処理を実現

するとともに,情報系の業務システムの構築方法論とし

て注目を集めている｢データウェアハウス+にも通用で

きる｡

一般に｢データウェアハウス+では,オンライントラ

ンザクション処理等で利用される基幹系システムのデー

タベースからデータを抽出して,RDBなどに時系列に蓄

積し,そのデータを1～10年間保持する｡データ量は数

百ギガバイト～数テラバイトに達することもあり,エン

ドユーザーはこの大量データを検索して,収益分析や顧

客購買動向分析などを行う｡HiRDBは,このようなデー

16

タウェアハウスに求められる大量データの高速な検索機

能と,大容量のデータベースが構築可能な拡張性,基幹

系データの抽出(レプリケーション)機能などを備えている｡

3.2.1HiRDBの特徴

HiRDBの主な特徴について次に述べる｡

(1)並列化処理技術(高速化)の追求

検索と同様に,更新系SQL刻も並列化して高速実行で

きる｡また,検索処理の中でも負荷の重いソートやマー

ジ処理を別のプロセッサで実行し,パイプライン的に並

列処理することによってさらに高速化することが可能で

ある｡運用関連機能(データロード,バックアップ,リカ

バリ,リランなど)にも並列処理技術を通用している｡

(2)スケーラビリティ

HiRDBは,ネットワークで接続されている以外は共有

するリソースを持たないシェアドナッシング方式を採用

し,非常に高いスケーラビリティが実現できる｡処理量

やデータベースのデータ量が増えても,プロセッサを追

加することで一定の応答時間を保つことができる｡

(3)レプリケーション機能(データベース複製)

レプリケーション機能は,メインフレームのⅩDM/SD

E2や,ⅩDM/RDE2のデータベースをUNIXサーバ上の

HiRDBに複製するものである｡レプリケーション機能に

は次の2タイプがあり,データウェアハウスの構築をス

ムーズに行うことができる｡

(a)データ抽出･反映(HiRDB/ⅩT)

基幹データベースからデータを用途に合わせて条件

抽出し,HiRDBに一括反映する｡表の初期作成やデー

タの全入れ替え(リフレッシュ)に使用する｡データの

ファイル転送,文字コード変換などを自動的に行うた

め,アプリケーション作成の手間がいらない｡

(b)データ連動(HiRDBDataReplicator)

基幹データベースの更新内容をHiRDBの複製デー

タベースに自動的に反映し,データベースの内容の整

合性を遅延同期で保つことができる(図3参照)｡更新

内容の反映時の表または列の選択,更新内容の時系列

蓄積ができるので,データウェアハウスの利用者が使

いやすい表を作成することができる｡

また,更新内容の抽出は自動的に行われるので,ア

プリケーションの変更は不要である｡更新データだけ

を転送するため,転送データ量が少なく,基幹システ

ムに負荷をかけない｡

※)SQLは,標準化されたデータベースアクセス言語である｡
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Mシリーズ 在庫元帳

基幹DB

XDM/DS

』

LANまたはWAN

クリ工イティフ

サーバ3500

データウエア

ハウス

HiRDB

DataReplicato｢

⊂]

PC

倉庫名 商品1

在庫量

商品2

在庫量

商品3

在庫量

A倉庫 20･-10 150 50-60

B倉庫 50 100 100

C倉庫 100 250

更新情報

キー:倉庫名=A倉庫
変更:商品1在庫量一20

商品3在庫量一50

営業1課

倉庫名 商品1

在庫量

A倉庫 20･】10

B倉庫 50

C倉庫 0

営業2課

倉庫名 商品2 商品3

在庫量 在庫量

A倉庫 150 50-60

B倉庫 100 100

C倉庫 100 250

図3 データ連動の適用例

基幹DBの在庫元帳の更新内容が各営業部門の在庫表に自動的に

反映される｡

3.3 分散システム運用管理"JPl”

3.3.1適用範囲

JPlは,UNIXやパソコンを用いた分散システム環境

でビジネスシステム,特にミッションクリティカルな業

務を効率的に安定して実行するうえで不可欠なオープン

ミドルウェアである｡

従来のメインフレームでの基幹業務をUNIX,パソコ

ンで実現するうえで必要なバッチジョブ運用,帳票出力

制御,システムの自動運転,バックアップ,稼動性能管

理といったOS(Operating System)の基本機能により,

不足するシステム運用を支援する(図4参月別｡

3.3.2"JPl''の特徴

(1)マルチベンダ,マルチプラットフォーム環境に対応

(2)業界標準,国際標準に準拠

(3)UNIX,パソコン共通の製品シリーズ化

五つの適用分野にプロダクトを提供し,必要なプロダ

クトを選択して低コストで運用に応じたシステム構築が

できる(表2参月別｡

(a)バッチ ジョブ スケジューリング

(i)業界標準のNQS(Network Queuing System)

をキューイングメカニズムに採用し,異機種分散シ

ステムで透過的なジョブのキューイング実行を実現

している｡

(ii)バッチジョブの優先順位指定,同時実行本数制

限,使用資源制限機能,リクエストの操作機能など

でシステムの安定稼動が実現できる｡

(iii)複数のワークステーション･サーバをグループ

㌔

♭
システム

の

自動開始♭●自動ジョブ
スケジュール

●自動アクション
●バッチジョブ運用

●帳票出力

△ △

♭
ファイル

バック

アップ ♭システムの

自動終了

△ △

♭
自

切断

●稼動性能データの収集
課金情報 ●複数システ ′ヾン卜による連携

図4 +Plの適用範囲

スイッチオンからスイッチオフまでの問のシステムの運用を支

援する｡

として管理し,負荷が均一になるように自動的にバ

ランシングを行い,システム資源の効果的利用を実

現している｡

(iv)実行する業務はジョブネットとしてGUI

(GraphicalUserInterface)で簡単に作成でき,実行

状況も動的に一元監視できる(図5参月別｡

(Ⅴ)時刻指定,オペレータによる即時起動,サイク

ル起垂加 ユーザープログラムによる起動,カレンダ

ーによる稼動R設定,営業日カレンダーの設定など

柔軟な自動スケジューリングで実行できる｡

(b)プリントサービス

大量帳票出力のページ単位エラー回復機能,プリン

タ共用機能,分散出力,書式オーバレイ,メインフレ

表2 +Plのプロダクト構成

プロダクト単独での利用ができ,複数プロダクトを組み合わせた

場合には連携横能でさらに高度な運用ができる｡

適用 分野 提 供 機 能

バッチジョブ運用

●バッチ ジョブネットワーク キューイ

ング システム

●並列パッチジョブ実行支援

プリントサービス

●ネットワーク印刷機能

●リモートバッチ端末機能

●帳票表示,分割配布機能

システム自動運転

●自動ジョブスケジューリングシステム

●自動オペレーションシステム

●OA機器連携機能

●システム イベント サービス機能

ストレージ管理
●分散システムバックアップ機能

●階層ストレージ管玉里

稼動性能管理

●分散システム稼動監視機古巨

●稼動性能データ分析機能

●リアルタイムモニタ

●システム情報管‡里機能
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[コ

grOUP

⑳ grOUP

⊂⊃β･､､

パイプキュー

/マイプキュー

グループ1

自動負荷バランシンク

一′

盛
[コ 遍

グループ2

自動負荷バランシンク

j2:詳細結果

結果情報

n3/group.一

く喜9 9rO岬

エラー情報

匂

j2

j3

ーム･UNIX･パソコン間出力,帳票表示･分割配布

機能などを支援し,ビジネスユースで必要な帳票管理

を実現している｡

(c)システム自動運転

電源の投入から切断までのシステム運転スケジュー

ルと,業務実行中のメッセージへの自動アクション機

能により,メインフレーム並みの自動化･省力化を実

現している｡また,様重刑生能の管理,実行ログの記録,

豊富な課金機能などにより,運用管理者は効率的な管

理を容易に行うことができる｡

【】 おわりに

ここでは,CSSによる基幹業務を実現するため,トラン

ザクション処理,データベース管理,システム運用管理

図5 ジョブネットの自動

スケジューリング

GUlによるジョブネット定義

と,分散システム環境での負

荷分散自動実行,および実行

状態のモニタリングができる｡

を中心に日立製作所のオープンミドルウェアのコンセプ

ト,製品概要について述べた｡

パソコン･ワークステーションの高性能･高機能化に

より,ますますCSSへのニーズが高まっている｡また,イ

ンターネット･イントラネットの急速な伸びや技術革新

が今後の企業情事艮システムに大きな影響を与えている｡

このような状況の下で,オープンミドルウェアによって

容易なシステム構築･運用の可能性を追求し,製品のパ

ッケージ化による導入のしやすさなどを図ってユーザー

ニーズにこたえてきた｡今後も,CSS環境に対応した製

品の拡充とともに,既存システムとの連携･融合を強化

した,信頼性の高いソフトウェア開発を進めていく考え

である｡
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